
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

写 四

繹器認緑癖器鼓緑癖器競緑翁：（ No. 56 、＼ノ

良質の柱材生産を目指して．／ 無節材の柱は、一般材の柱の数倍の値売りができます。

カーツカッタ ー （技打機） ・木登機使用で、肱川町森林

組合作業班による技打作業。

〔写真 ：今岡安盛氏山林 （汗生）杉7年生枝打2回目〕
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町民のうごき

人口'3,718人(-8)

男 1,8 1 6人 (-2)

女 1,902人(-6)

世帯数 1,046幕(-1)

（昭和62年10月31日現在）
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肱川町「財政事情」の作成及び公表

に関する条例の規定により昭和61年度

の財政事情についてつぎのとおりお知

らせします。

昭和62年10月31日

肱川町長大野 和

繰越金 86,016千円(3.3%)

財産収入 12,374千円(0.5%)

寄附金 682千円(- )
地方譲与税 32,274千円(1.3%)

暉庫覆得税交付金 21,296千円(0.8%)

分担金・負担金 36,754千円(1.4%) 

使用料・手数料 36,512千円(1.4%)

諸収入 7,751千円(0.3%)

一般会計決算状況

町税

133,381千円
(5.2%) 議会費 39,018千円（1.6%)

町債

489,190千円
(19.0%) 

地方交付税

952,883千円
・ (37.0%) 

災害復旧費

農林水産費

620,799千円
(25.2%) 

商工費

19,632千円
(0.8%) 

特別会計決算状況

二 歳 入 歳 出 差引額

国 保 271,435 251,873 19,562 

水 道 31,562 30,253 1,309 

住 宅 3,111 3,108 3 

老 保 178,138 183,358 △ 5,220 

計 484,246 468,592 15,654 

（単位千円）

百ケ市（協生）集会所
（昭和62年3月完成）
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町有財産の状況

【土地】

●宅地等 628,453nf 

•山林 623,860可

【建物】 27, 186nf 

【有価証券】 244,510円

【出資金】 3,734,000円

【基金】

●財政調整基金

215,000,000円

•その他 44,377,757円
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歳出の性質別分類

町民の負担と支出

（人口3,723人 62.3.31現在）

（町税収入
133,381千円）

※町民1人あたり
3万5千円

玉

※町民

1人あたり
66万2千円

支 出

.

r
 

町債の現在高

29億8,755万円

町民1人当たり町債額

80万2千円

蕃通建設事業

1,343,884千円

(54.5%) 
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肱川町保健センター・歯科診療所
（昭和62年3月完成）
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十
月
十
八
日
、
大
阪
淀
川
会
館
で

三
十
三
人
が
集
ま
り
第
四
回
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
も
永
田
収
入
役
、
中
野

産
業
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、
中
野
会
長
よ
り
「
京

阪
地
区
に
は
肱
川
町
出
身
者
が
四
百

四
十
六
人
お
り
、
全
員
に
参
加
を
呼

び
か
け
た
。
し
か
し
、
返
事
の
あ
っ

た
人
、
八
十
九
人
、
入
会
者
は
六
十

五
人
と
少
な
く
、
会
員
拡
大
に
も
苦

慮
し
て
い
る
。
」
旨
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
行
事
、
会
計
の
報
東
京
肱
川
会
は
、
今
春
隅
田
川
下

告
が
さ
れ
閉
会
。
町
か
ら
の
特
産
品
り
等
の
行
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

の
販
売
を
し
ま
し
た
が
、
味
噌
、
し
ょ
あ
り
、
皆
顔
見
知
り
の
よ
う
で
和
気

う
ゆ
、
ぎ
ゅ
う
り
の
粕
潰
等
に
人
気
あ
い
あ
い
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

が

あ

り

ま

し

た

。

会

は

午

前

十

一

時

か

ら

午

後

五

時

又
、
懇
談
会
で
は
同
郷
、
同
窓
の
ま
で
と
長
時
間
に
亘
り
話
が
は
ず
み

仲
間
が
集
る
唯
一
の
機
会
と
い
う
こ
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
五
月
の
隅
田
川
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十
月
二
十
二
日
県
民
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会

に
お
い
て
、
共
同
募
金
功
労
団
体
と

し
て
岩
谷
小
学
校
、
優
良
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
団
体
と
し
て
大
洲
高
校
肱
川

分
校
、
ま
た
、
優
良
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
、
各
団
体
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

こ。
ふー

岩
谷
小
な
と
三
団
体
が
受
賞

県
社
会
福
祉
大
会

受
彰
さ
れ
た
各
団
体
は
、
日
頃
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
さ
れ
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
来

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
そ
の
成
果

で
あ
り
町
民
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば

し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

今
後
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

東
京
で
も
肱
川
会
総
会

と
で
、
ふ
る
さ
と
の
話
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
機
会
に
町
か
ら
も
多
く
の

参
加
者
が
あ
れ
ば
更
に
発
展
が
望
め

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

東
京
地
区
肱
川
会
も
十
一
月
八
日

東
京
南
青
山
会
館
で
三
十
一
人
の
会

員
を
集
め
第
四
回
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

下
り
と
浜
離
宮
の
散
策
が
好
評
で
あ
っ

た
こ
と
、
来
年
度
も
園
遊
会
や
海
外

旅
行
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て

い
る
人
達
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
肱
川

町
は
何
な
の
か
、
ど
う
い
う
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
。

東
京
の
総
会
で
大
越
会
長
は
「
忙

し
く
し
て
い
る
と
、
ふ
っ
と
肱
川
の

山
河
、
れ
ん
げ
の
花
、
松
風
の
音
が

頭
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
ん
な
中

で
ボ
ソ
ャ
リ
と
し
て
み
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら

も
「
牛
鬼
や
鹿
踊
り
が
見
た
い
。
」

「
肱
川
の
人
の
顔
や
町
の
様
子
を
ビ

デ
オ
で
見
せ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
で
居
を
構
え
て
頑
張
っ
て
い

る
人
達
に
と
り
、
ふ
る
さ
と
は
「
な
っ

よ
り
撰
っ
た
味
覚
と
香
り
に
真
心

を
添
え
て
お
届
け
す
る
・
・
・
ふ
る

評

さ

と

の

香

り

。

子

一

全

国

の

特

別

町

民

の
皆
さ
ん
に
対
し
、

力
名

゜

ー

十
月
の
ふ
る
さ
と
の
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り香在
香
り
は
、
栗
、
新
米
、

の

麟

さ

つ

ま

い

も

等

の

秋

町
の
味
覚
を
お
届
け
し

とさ別
ま

し

た

。

る

特

会

員

の

皆

さ

ん

に

大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
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◇
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
こ
ん
な
楽
し
い

5

企
画
な
ら
終
身
会
員
に
し
て
も
ら
い

ぷ
3
3
3

か
し
い
」
「
帰
っ
て
皆
ん
な
に
逢
い

た
い
」
と
思
う
気
持
は
一
ぱ
い
で
も
、

や
は
り
「
四
国
は
遠
い
」
と
言
わ
れ

た
い
と
連
絡
し
て
ぎ
た
人
も
あ
り

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
親
せ
ぎ
、
知
人
の
方

に
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
送
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
十
二
月
は
正
月
用
品

を
お
届
け
し
ま
す
。
き
っ
と
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
ョ
ー
・

お
申
込
み
は
、
年
中
受
付
け
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
ま
す

と
十
二
月
分
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
ふ
る

さ
と
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ま
す
。肱
川
会
は
、
そ
う
し
た
人
達
と
肱
川

町
の
皆
さ
ん
と
を
結
ぶ
大
き
な
か
け

橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
人
、
親
せ
き
、
親
子
兄
弟
、
肱

川
町
出
身
の
方
が
、
よ
り
多
く
参
加
さ

れ
る
様
肱
川
町
の
あ
な
た
か
ら
ご
連

絡
下
さ
い
。

（
加
入
申
込
先
）
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愛
媛
県
で
は
、
去
る

十
月
二
十
日
県
庁
に
お

い
て
、
昭
和
六
十
二
年

度
「
え
ひ
め
家
族
賞
」

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
が
、
肱
川
町
か
ら
大

和
部
落
の
出
水
春
好
さ

ん
の
家
族
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
家
族
賞
は
、
三

世
代
の
ご
夫
婦
が
同
居

し
、
仲
む
つ
ま
じ
く
健

や
か
な
家
庭
生
活
を
営

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
と
地

域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
家
族
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

授
賞
式
に
は
、
家
族
全
員
（
九

人
）
が
ご
出
席
さ
れ
、
伊
賀
県
知
事

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま

し
た
。毎

年
‘
―
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

．
人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
“
人
権
”
と
い
う
も
の
を
再
認
識

し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て

他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反

今
後
益
々
お
元
気
で
、
三
世
代
が
「

i
5
5
5↑
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
仲
む
つ
ま
じ
く
、
よ
り
⑱
5

〔
小
薮
〕

s60年
7
月
8
日
生

2
歳

4
か
月

よ
い
家
庭
生
活
を
送
っ
て
頂
き
ま
す

こ
と
を
祈
含
し
ま
す

o
g
,
訊

靡
い
の
立
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「
え
ひ
め
家
族
賞
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

出
水
家
（
大
和
）

向かって右から、春好さん、サカエさん、ア

イ子さん、麻美ちゃん、好明さん、美菜子ちゃ

ん、邦子さん、清志さん（県庁前にて）

受
賞

山内団長

今
年
の
人
権
週
間
で
は
「
い
じ
め
、

体
罰
の
根
を
絶
と
う
」
「
部
落
差
別

を
な
く
そ
う
」
「
女
性
の
地
位
を
高

め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
四
項
目
を

強
調
事
項
と
し
て
お
り
ま
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
ら
の
い

じ
め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
へ
御
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

飛
野
虎
生
氏

財
団
法
人
日
本
顕
彰
会
に
よ
る
社

会
貢
献
者
表
彰
式
が
、
去
る
十
一
月
十

日
東
京
三
田
の
笹
川
記
念
館
に
お
い

て
、
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
の
ご

幼
稚
閑
に
行
っ
た
を
み
ん
な
と
仲
良

く
遊
べ
る
か
な
？
早
く
行
き
た
い
な
。

わ
が
家
の
親
分
祐
子
だ
も
ん
。
よ

ろ
し
く
ね
！

か

つ

や

三
好
勝
也
く
ん

〔
上
鹿
野
川
〕

s60年
5
月

9
日
生

2
歳

5
か
月

僕
の
名
前
は
カ
ッ
ち
ゃ
ん
で
す
。

好
ぎ
な
も
の
は
、
車
。
肱
川
建
設
の

前
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
上
野
美
幸
さ

ん
）
と
毎
日
ト
ラ
ッ
ク
、
ユ
ソ
ボ
、

お父さん
英二さん
お母さん
富久美さん

社
会
貞
献
者
表
彰

山
内
消
防
団
長
が
受
賞 菊

池
昭
三
郎
氏

臨
席
を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
当
町
の
消
防
団
長
山

内
牡
亮
氏
が
社
会
貢
献
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
顕
彰
会
に
よ
る
表
彰
は
、
永

年
に
わ
た
り
人
の
た
め
に
献
身
的
に

尽
く
さ
れ
た
個
人
及
び
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
回
は
全
国
か
ら
二

百
八
十
七
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
内
消
防
団
長
は
、
昭
和
三
十
年

四
月
に
団
員
を
拝
命
、
昭
和
四
十
九

年
九
月
か
ら
は
団
長
、
ま
た
、
大
洲

喜
多
消
防
団
連
合
会
長
、
愛
媛
県
消

防
協
会
理
事
と
し
て
、
永
年
に
わ
た

り
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

レ
ッ
カ
ー
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
等
を

み
て
育
っ
た
せ
い
か
ナ
。
お
や
つ

を
食
べ
る
時
「
お
母
さ
ん
と
食
べ

よ
う
」
と
言
う
と
、
お
母
さ
ん
が

と
っ
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
が
勉
強
し
て
い
る
と
、

僕
も
一
緒
に
え
ん
ぴ
つ
で
お
絵
書

を
す
る
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
に
で
も

書
い
ち
ゃ
う
の
で
し
か
ら
れ
て
ま

す
。
早
く
大
き
く
な
っ
て
学
校
へ

行
ぎ
た
い
ナ
。
病
気
ら
し
い
病
気

も
し
な
い
親
孝
行
者
だ
っ
て
、
お

父
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
。

「
気
を
つ
け

て
運
転
し
て
ネ
。
」
っ
て
毎
朝
お
見

送
り
を
す
る
の
が
僕
の
日
課
で
す
。
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゜各 支 所 別 年 末 貯 金 目

標

支所名 目 標 額 10月末実績 未達成額

千円 千円 千円

本 所 2,045,000 1,969,806 75,194 

‘子―し 和 JI I 652,000 645,434 6,566 

大 谷 606,000 583,348 22,652 

予 子 林 360,563 325,865 34,698 

計 3,663,563 3,524,453 139,110 

只
今
、
県
下

農
協
貯
金
一
兆

円
必
達
推
進
運

動
を
展
開
中
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、

本
年
四
月
か
ら

県
下
一
斉
に
実

施
し
て
お
る
処

で
あ
り
ま
す
が
、

金
融
自
由
化
の

厳
し
い
昨
今
で

あ
り
又
、
各
農

産
物
の
生
産
不
振
と
も
合
っ
て
貯
金

の
実
績
が
今
一
っ
と
云
う
処
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
組

合
員
の
ご
理
解
を
頂
き
、
他
行
預
金

か
ら
の
呼
び
戻
し
等
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
肱
川
農
協
と
し

ま
し
て
も
年
末
貯
金
運
動
と
合
わ
し

目
標
達
成
に
全
力
を
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
安
定
し
た
農
協
金
融
基
盤

確
立
に
組
合
員
の
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

m 
農協の期日指定定期貯金

利息が利息を生んで利回り最高。
利息四1)，いを4:．むl{,•印ll ,iI•Wてk 〈 k(itるはど

わ1クでt,(1砂 j3年間） （貯金金利〉

■普通貯金の場合 ●定期貯金

五r-;;：と：；／〗ここす：｀；年3月l[［
農
協
は
‘
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

僅）をフルに活用
貯金利息は元本が出時に一・括して支払心すのでR限1虻枠(30Q)j円）いっぱいまてお利息

の非謀税特典が受けられます。

●100万円をお預け入れになった場合

預け入れ期問 お利息 利回り

1 年 34,900円 3.490% 

1年6カ月 52.959円 3530% 

2 年 76,198円 3.809% 

2年6カ月 96.322円 3852% 

3 年 116.447円 3881% 

•—— ●お受取り l ilp. 13昭和62年3月 1 6 日現在の利寧て•It算

く農協の総合口座〉に

セットすれば大変便利です。

農協の総合口座に、この貯金をセットしてい

ただければ、イザという時には自動的にこ融

資を受けられますので、いっそう便利で安心

です。

手続きは簡単ですので、ぜひこ利用下さい。

農協の期日指定定期貯金は、一般の金話機関より利率を

0.1％高〈お預りしておりますので、大変有利です。
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去
る
十
一
月
六
日
、
農
林
会
館
に

於
い
て
、
農
産
部
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

先
ず
、
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
の

谷
本
主
査
よ
り
、
本
年
産
水
稲
栽
培

の
反
省
と
し
て
、
多
雨
、
日
照
不
足
、

低
温
、
台
風
と
い
う
気
象
条
件
、
又
、

夏
ウ
ソ
カ
、
秋
ウ
ソ
カ
、
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
の
被
害
と
い
う
中
で
、
収
量
、

品
質
共
に
平
年
を
下
回
る
状
況
に
あ

る
。
今
後
は
、
土
づ
く
り
（
ワ
ラ
、

堆
肥
、
フ
ェ
ロ
エ

ー
ス
等
の
投
入
）
、

適
期
防
除
の
徹
底
に
よ
り
、
気
象
条

件
に
打
ち
勝
つ
水
稲
栽
培
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
米
の
出
荷
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

日
程
は
下
記
の
通
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
籾
の
水
分
は
、

1
4
.
5
%

以
内
に
し
、
調
整
選
別
に
注
意
し
て

下
さ
い
。
量
目
は
総
掛
け
の

3
0
.
5

槌
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
切
れ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

く
ず
米
に
つ
い
て
は
、

12
月
10
日

が
検
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

各
検
査
場
所
共
、
検
査
最

終
日
に
持
ち
込
む
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

又
、
水
稲
苗
、
苗
木
等
、

大
豆
、
小
麦
の
予
約
、
注

文
も
取
り
ま
と
め
て
お
り

ま
す
。
メ
切
以
降
の
注
文

は
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん

の
希
望
通
り
に
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

/
切
を
守
っ
て
い
た
だ
＜

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
水
稲
苗
、
籾
種

に
つ
い
て
、
中
生
の
ヒ
メ

ミ
ノ
リ
を
や
め
、
同
じ
く

中
生
の
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
を

新
し
く
入
れ
て
お
り
ま
す
。

理
由
は
、
ヒ
メ
ミ
ノ
リ
が

食
味
等
で
問
題
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

昭和 6
 
2
 
年産米出荷 日 程表

1 1 . 1 7 大谷 久保200広常200大平200大屋敷130影地70白石100 900 

1 1. 1 9 本所 小薮300中野300道野尾300汗生60 960 

1 1. 2 5 ” 小薮300協生200萩野尾40山槌141共栄130大和150肱栄34 995 

1 1. 2 7 大谷 影地80白石120久保200広常200大平200大屋敷100 900 

1 1. 3 0 本所 小薮200中野302大和100予子林300 902 

1 2. 2 大谷 白石80大屋敷150久保100広常100森70大平300 800 

1 2. 4 本所 予子林324小倉38道野尾223汗生70八重栗37下上鹿野川92月野尾27見之越12上森山71 894 

1 2. 8 大谷 大平45大屋敷55久保67広常35影地50白石35森36 323 

1 2. 1 0 本所 協生151中居谷78下上敷水119大和103小薮20下上サガヤ28ヌタノ10嘉城110共栄107 726 

7,400 

コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
に
つ
い
て
は
、
弱
干
、

丈
が
長
く
、
イ
モ
チ
に
つ
い
て
も
や

や
弱
い
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

食
味
は
良
好
で
す
の
で
、
中
生
を
植

え
ら
れ
る
方
は
、
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
を

植
え
る
よ
う
し
て
下
さ
い
。

袋 の 記 入 に つ し‘ て

．
．
 

1

2

 

3. 

紙

品種名は，一覧表のとおり正しく書いて下さい。

黒マジック，青マジック，又は墨で，正確に書いて下

さし‘oi.-.：こ｀｝内は生産者が記入する。

銘柄は，松山三井と日本晴だけを記入しますが，

22号については（ ）書で記入して下さい。

正しい品種名

うるち

◎0 松山三井
◎0 日本晴
〇農林 2 2 号

0 ミネニシキ
〇ヤマビコ

〇ひめみのり

〇 コ シヒカリ

〇コガネマサリ

アケボノ

せ と あさひ

コトミノリ

レイホウ

秋晴

種品励奨は
米

nu, 
E
 
（

玄

一峰
一金
＿晴
一大
一ヤ
一ほ＿黄
一万
一中
ーク
ート
ーセ＿
媛

米

チ

チ

チ

チ

糀

稿

稿

糊

糀

モ

モ

モ

モ

玄

ゴ

イ

キ

ク

サ

ナ

プ

ゴ

類

ち

カ

レ

ト

ソ

一

タ

ク

コ

ナ

旭

赤

虹

紅

祝

0
0
 

は

も
◎
 

名苔名,-・・・・・．--、
ぇ••• • •一])

シ
ナ

秀

ナ

ホ
ーし一
金
一代

ニ
ホ

生

サ

ヨ

ト

マ＿＜
ウ
一
ゆ

農林――-7

し＿［』王ニヨ198 lヽ(

炉

閉rl| 

写乏

光一初一々

＿空
一‘ソ
一う＿錦
一錦
一峰
一ギ一キ
一ミ
＿育

~~I言
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1. 銘柄別価格
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肱川土場木材相場表 県，，，9森ユ連` 市`←よ――’’り’→ 
ト→ 1........＿,.... ｀“ ✓ ~ -...―’ 

（単位オ当り：円）

未口径
スギ ヒノキ

その他長さ マッ
禾チョクマガリ チョクマガリ

7 cm下 248本m.3~8 ． 本 300本 66

松長末パ口ル7ゴ7 ~cm13上.91m 円8 cm上 本 288本 77本 319本 148
4 m 13 cm上 63 51 109 65 18cm上 84 さ1.

18 cm上 74 - 175 - 24cm上112
30cm上 102 - 245 - 雑羹パルプ
7 cm下 本 47本 9 本 66本 9

口 7cm上
さ 2m

8 cm上 本 138 46 148 46 33F 

3 m 
11cm上 28 19 74 43 パリ材
13cm（二） 93 165 18cm上 77 材（松・杉・桧）
13cm箕） 102 266 24cm上 98 未口 3~ 6 CID 
18 cm上 70 126 長いさ 2m  
7 cm下 本一 本 一 本 一 本 一 71円

2 m 8 cm上 14 14 
16 cm上 20 45 13cm上 31 松ハリ材

30cm上 46 100 30cm上 31 16cm~22cm 

1133cmcm（ほ二）） 
112 353 3 m98円

6m  
126 440 4 m119円

特選
13cm（二） 126 335 5 m126円

13cm浣） 259 860 

足場 lm当り 20~125円 尺当り 6~40円ー等材

備考
杉檜松選木材は好相場を維持するも一般材については，弱気

配相場となる 。

銘 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 胆： 7, 2 1 0 ドンコ小 3, 7 4 0 

中厚上 特用大葉 5, 7 2 0 

中厚 並 6, 4 5 0 大パレ 3, 4 3 0 

小 豚 4, 5 3 0 特用中葉 5, 0 2 0 

大 ウ ス 6, 2 5 0 中バレ 3, 5 3 0 

中ウス上 特用小葉 3, 7 2 0 

中ウス並 5, 8 3 0 小バレ 3, 0 8 0 

小 ウ ス 3, 9 6 0 変形大 4, 4 5 0 

ジャミウス 3, 2 2 0 変形 IJヽ 4, 0 2 0 

ド ノ` コ大 6, 9 8 0 色 落 3, 0 3 0 

ド｀ノコ中 4, 6 9 0 コーコ
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椎
茸
の
品
質
を
上
げ
よ
う

＼
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＼
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＼
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＼
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＼
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＼
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＼
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＼
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椎
茸
生
産
者
の
皆
さ
ん
て
お
り
、
平
均
以
上
の
椎
茸
が
取
れ
て

は
も
う
来
春
の
植
菌
に
向
お
り
ま
す
が
、
五
十
七
年
頃
か
ら
少
し

け
て
原
木
の
伐
採
を
済
ま
悪
く
な
り
か
け
て
お
り
、
少
し
や
る
気

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
思

「
安
い
か
ら
今
年
は
休
む
」
え
ま
す
。

と
い
っ
た
声
も
あ
る
よ
う

「
グ
ラ
フ

2
」
は
地
区
ご
と
に
調
べ

で
す
が
、
収
穫
ま
で
に
二
た
も
の
で
す
が
、
大
谷
、
西
地
区
が
よ

年
、
三
年
と
か
か
り
ま
す
い
よ
う
で
す
。

の

で

、

無

理

の

な

い

範

囲

「

グ

ラ

フ

3
」
は
生
産
量
の
多
い
人

で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
植
菌
の
順
番
で
調
べ
た
も
の
で
す
が
、
生
産

す
る
の
が
一
番
で
す
。
量
の
多
い
人
ほ
ど
良
い
椎
茸
を
作
っ
て

さ
て
、
円
高
の
た
め
に
い
る
よ
う
で
す
。

自
動
車
も
輸
出
不
振
、
外
同
じ
苦
労
を
し
て
、
伐
採
・
玉
切
．

車
の
輸
入
が
増
大
し
て
お
植
菌
・
伏
せ
込
み
を
す
る
の
で
す
か
ら
、

り
、
各
メ
ー
カ
ー
は
合
理
も
う
す
こ
し
努
力
し
て
よ
い
椎
茸
を
作
っ

化
や
品
質
の
向
上
で
対
抗
た
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
先
月
号
に

し
て
お
ま
す
。
椎
茸
も
、
載
っ
た
椎
茸
作
業
の
基
本
を
忘
れ
な
け

残
念
な
が
ら
韓
国
な
ど
か
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
特
に
単
価
の
悪
い

ら
の
輸
入
が
し
や
す
い
状
地
区
の
人
は
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

況

に

あ

り

ま

す

。

生

ぎ

残

林

改

金

本

る
た
め
に
は
、
合
理
化
と
、

品
質
向
上
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
他
人

よ
り
良
い
椎
茸
を
作
る
こ

と
が
一
番
で
す
。
「
質
よ

り
量
」
で
す
。

で
は
、
肱
川
の
椎
茸
の

品
質
は
と
い
い
ま
す
と
、

「
グ
ラ
フ

1
」
を
見
て
い

た
だ
い
た
ら
わ
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
愛
媛
県
の
平

均
と
比
べ
て
み
る
と
、
昭

和
五
十

一
年
以
降
は
上
回
っ

グラフ 1

110ば1

::f り^叶均単^価t:率ー：・［＼L ”、
"" 
102 

"゚91 
" 474849505152535455.565758596061 
年年年年年年年年年年年年年年年

グラフ 3 グラフ 2
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生産規槙別椎茸単価比率

961~ 規禎

(~) 

'“ 
902 

100 

98 
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ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
い
受
給

（
雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間
）

11
月
1
日
ー

30
日

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

（
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
間
）

11
月
1
日
ー
30
日

雇
用
保
険
に
加
人
し
て

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を



(9)臨前過 品OO酒ぷ⑭ g 

一
ー野菜

—
―

た
け
の
こ
の
伐
竹
と
管
理

た
け
の
こ
の
早
出
し
を
目
標
と
す
れ

ば
、
十

a
当
た
り
二
百
五
十
本
程
度
に

す
る
。親
竹
の
大
ぎ
さ
は
目
通
り
直
径
六
か

ら
九
Cm

の
も
の
が
標
準
で
あ
る
。

伐
採
齢
は
、
原
則
と
し
て
五
年
と
し
、

六
年
以
上
の
老
竹
は
残
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。伐
竹
は
毎
年
実
施
し
な
い
と
生
産
力

が
低
下
し
た
り
、
表
年
、
裏
年
を
つ
く

る
原
因
と
な
る
。

竹
の
伐
採
期
は
九
月
か
ら
十
二
月
で

す
が
、
適
期
は
十
月
か
ら
十
一
月
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

竹
圏
の
土
づ
く
り
と
し
て
、
十
一
月

か
ら
一
月
の
期
間
に
、
有
機
物
を
施
用

（
稲
わ
ら
、
か
や
等
）
し
、
土
と
混
和

す
る
。家
畜
堆
肥
を
施
用
す
る
場
合
は
、
一

度
に
多
量
施
用
す
る
と
、
細
根
を
傷
め

る
の
で
注
意
す
る
。

牛
豚
ふ
ん
堆
肥
は
十

a
当
た
り
、
ニ

ー
三

t‘

鶏
ふ
ん
は
二
百
kg
を
施
用
す

る。
た
け
の
こ
を
早
期
出
荷
さ
せ
る
た
め

に
は
、
竹
閑
の
表
面
に
日
当
た
り
を
よ

く
し
、
竹
園
の
地
湿
を
あ
げ
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
か
ら
、
農
閑
期
を
利

用
し
て
、
竹
園
の
管
理
が
大
切
で
あ
る
。

ウ
ド
の
軟
白
と
資
材
の
準
備

山
菜
の
消
費
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
ウ

ド
の
栽
培
が
広
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ウ
ド
の
青
果
用
と
し
て
は
、
半
軟
白

し
た
も
の
で
な
い
と
市
場
性
が
な
い
。

こ
の
軟
白
処
理
の
資
材
と
し
て
は
モ

ミ
ガ
ラ
が
よ
い
。

軟
白
処
理
の
方
法
は
、
出
荷
時
の
新

芽
の
長
さ
、
三
十

cm
に
対
し
、
軟
白
部

は
十
五

cm
で
あ
る
た
め
、
ウ
ド
の
畝
に
、

畦
シ
イ
ト
を
両
立
し
、
モ
ミ
ガ
ラ
を
均

一
に
施
用
す
る
。

傾
斜
地
で
は
、
等
高
畝
で
な
い
と
軟

白
処
理
が
困
難
で
あ
る
。

こ
の
軟
白
処
理
は
崩
芽
前
の
三
月
頃

で
あ
る
が
、
モ
ミ
ガ
ラ
は
今
か
ら
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

ウ
ド
の
こ
れ
か
ら
の
管
理
と
し
て
は
、

降
霜
に
よ
っ
て
地
上
部
が
枯
れ
る
と
、

株
の
目
印
程
度
に
刈
取
り
堆
肥
を
施
用

し
、
土
寄
せ
に
よ
っ
て
畝
を
備
え
て
お

゜
＜
 雑
草
防
止
と
し
て
、
ニ
ッ
プ
粒
剤
を

+
a当
た
り
四

kg
を
散
粒
し
て
お
く
と

よ
い
。

1
•
K

・
・
、
．
．
．

．
．
 ゥヽ
，
．

．

．

 

冬

，

．

、
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水

稲

[―

一ーr

|
|
|
|
|
|ii

一
、
水
田
の
土
つ
く
り

気
象
条
件
に
影
響
さ
れ
ず
、
安
定
し

た
良
質
米
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
土

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
づ
く
り
の
た
め
に
、
稲
ワ
ラ
を
施

用
す
る
場
合
は
、
年
内
に
は
施
用
し
、

早
く
腐
ら
す
よ
う
に
す
る
。

石
灰
窒
素
か
硫
安
を
1
0
a
当
た
り
10

次 る要えせもる耕をとの良土せとの有し方＜ 半状も生 kg 
の水°がるて合こ地深土投資壌て合投機て法り土量態よ産稲程
と稲 あ必考わとすく地入材改‘わ入物‘とのづ程といさワ度
おに

水稲に対する各種有機物の施用量 、
度ながれラ施

り対 をるたの用
です種 オガクズ堆肥 バ ーク

ある類牛糞豚糞賤糞堆肥
稲わら 麦わらわら堆肥施の半稲施す

用で湿ワ用る
る有 Il oa 1.5 1.o o.5 0.5 0.5 0.5 0.5 す‘田ラ量と

゜機 備
10~20% I 10~30% I 20~50%秋にすき秋にすぎ麦刈取後田植20日 る乾；やをはよ

物 化成肥料化成肥料減化成肥込む。 込む。また
含鉄資材， でぎるだ以前にす ゜田湿全 ‘い

の 減肥 減肥 料減肥 珪酸を施け早くすき込む。 の田量そ゜
施考 用する。ぎ込む。 施は施の

用 でぎるだけ完熟堆肥 (3ヶ月以上堆積） 用 ‘用水
量注）上記施用最は乾田を対象としているため，湿田などでは施用誠を 量還し田
は 減らす必要がある。 の元てで

二
、
黒
大
豆
の
収
穫
・
乾
燥

落
葉
し
、
茎
を
ゆ
す
る
と
英
内
の
子

実
が
カ
サ
カ
サ
音
を
た
て
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
手
刈
り
又
は
抜
ぎ
取
り
収
穫
す

る。
収
穫
し
た
黒
大
豆
は
で
ぎ
る
だ
け
雨

に
合
わ
さ
な
い
よ
う
に
架
干
し
て
乾
燥

す
る
。

｀

樹
の
管
理

」

栗

縮
間
伐
の
徹
底

(II)

縮
間
伐
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
先
月

号
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
具

体
的
な
方
法
を
第

1
図
で
紹
介
す
る
。

em

第

1
図

樹

こ

の

場

合

、

縮

伐

,＇-

,＇
’
’
一
定
さ
れ
た
間
伐
予
定
樹

，＇ □〗/
9
t
[
[

定
樹
の
樹
高
は
、
必

、
，
』
間

ず
永
久
樹
よ
り
も
低
く
す
る
。

そ
し
て
、

2
1
3
年
す
る
と
、
永
久
樹

と
間
伐
予
定
樹
と
の
間
隔
が
と
れ
な
く

な
る
。
そ
の
時
が
間
伐
の
時
期
で
あ
る
。

次
に
、
間
伐
を
行
っ
た
場
合
の
収
量

と
平
均
果
重
の
推
移
を
示
し
た
の
が
第

2
図
で
あ
る
°
平
均
果
重
(g)

。

5

3

1

9
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移

丁
[
1バ
ロ[
I
d
-5

~

`>

大

谷

・

肱

栄

2
（水）

12
（土）

22
（火）

小

薮

．

汗

生

5
（土）

21
（月）

正
山
・
中
居
谷

10
（木）

25
（金）

予
子
林

7
（月）

26
（土）

岩
谷
・
月
野
尾

15
（火）

30
（火）

中

津

・

小

倉

17
（木）

12
月
L
Pガ
ス
配
達
予
定
日

12
月
4
日
（
金
）
大
谷
地
区
方
面

12
月
11
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷
方
面

12
月
18
日
（
金
）
宇
和
川
地
区
方
面

12
月
25
日
（
金
）
予
子
林
地
区
方
面

12
月
醤
油
配
達
予
定
日

12
月
1
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

12
月
2
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

12
月
3
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
8
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
9
日
（
水
）
岩
谷
地
区
方
面

12
月
10
日
（
木
）
大
谷
地
区
方
面

12
月
15
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

12
月
16
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

12
月
17
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
22
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
23
日
（
水
）
岩
谷
地
区
方
面

12
月
24
日
（
木
）
大
谷
地
区
方
面

12
月
29
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
30
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

◎
1
2
月
31
日
の
宇
和
川
南
集
配
に

つ
い
て
は
よ
く
年
に
回
す
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
カ
月
余
り
、
冬
の
気

配
を
ひ
し
ひ
し
と
感
ず

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
会
加
盟

店
で
は
、
こ
の
一
年
間

の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、

例
年
ど
お
り
十
二
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
カ
月
間
、
歳
末
連

合
大
売
出
し
を
行
い
ま

す。
今
年
は
A
賞、

B
賞、

C
賞
の
三
賞
を
も
う
け
て
、

A
賞
は
豪

華
な
商
品
を
百
本
用
意
し
て
一
層
の
充

実
を
計
り
ま
し
た
。

大
売
り
出
し
期
間
中
は
、
年
末
、
年

始
用
の
商
品
を
は
じ
め
、
良
い
品
を
安

く
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
お
買
得
品
を
豊
富

に
取
り
揃
え
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
年
末
の
お
買
物
、
ご
利

用
は
な
に
と
ぞ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下

さ
い
。

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊

期

問十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
カ
月
間
で
す
。

す
て
き
な
滴
品
に
ア
ミ
ダ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

歳
末
連
合
大
売
出
し

｀主• 一=-＝＝＝=--------- -. -- -

言着土言
:℃--.... ----

.._—• 

＊抽選補助券

歳末連合大売出しの期問中、

五百円のお買上げ毎に抽選補助

券を一枚差し上げます。

＊抽選

抽選補助券十枚で一回抽選が

出来ます。

＊抽選日

十二月二十二日から三十一日

までの十日間です。

時間は、毎日午前九時から午

後五時までです。ただし最終日
00 0 0 

の三十一日は、勝手ながら
000 0 

午後三時で抽選を打ち切らせて

いただぎます。お間違えのない

よう宣しくお願いします。

＊抽選場

大越さん宅（冨永呉服店横）

＊景品

A賞、B賞、C賞で商品か商

品券のいずれかの景品が当りま

す。空クジはありませんので、

必ず何かが当ります。

A賞は、ビデオ、テレビ、灯

油等の豪華商品を百本用意して

います。商品の決定はアミダク

ジに挑戦していただぎ、十二月

三十一日に決定します。

B賞は、従来どおり商品券で、

C賞は、実用向ぎの商品を中心

に各種取り揃えています。

大勢の方に喜んでいただける

よう、数多くの本数を用意して

います。

年末には、下記歳末連合大売

出し加盟店をご利用の上、好運

をお引き当てください。

養八篇福亀ノ宮塁］〗今子谷 リ白［出谷岡山』 棗老恵 栄井ス 川 上 岡茂本リ岩 水本商田
酒商時堂タタ自と自 店商田石 1 米 店商酒店店商
造店計館薬ソ l 転み転 店 自油美穀 店

連眼 ス美店車な車 転店容店

鏡店 店容室 が店 店車 室
合
大
『J＝――し―’ 

小浜上〗区み土Ii1 藤鹿，商 大鹿村三橋あ福冨ク今京 出田田 井 本生 西野田瀬本お栄永イ和屋
店商衣商甲 ずち商 畳堂 ク 川 衣機電家ば堂呉 l 気商 呉 し

へ 料店 店商店 店舗 リセ料 具 菓服‘ノ 服
順品 店 l ソ品会商店子店美店店 加不店 ニタ店 舗容室
同 ソl

盟‘-’ グ
店 店
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高
年
齢
者
多
数
雇
用
報
奨
金

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
雇
用
を
奨

励
す
る
た
め
の
制
度
で
、
主
な
要
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
支
給
対
象
と
な
る
事
業
主

①
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主

②
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
で
六

十
歳
以
上
の
定
年
を
定
め
て
い
る

事
業
主
、
あ
る
い
は
定
年
を
定
め

て
い
な
い
事
業
主

③
年
間
の
各
月
の
初
日
に
お
け
る
六

十
ー
六
十
四
歳
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
の
年
間
合
計
数
が
一
定
率
の

数
（
各
月
ご
と
の
六
十
四
歳
以
下

の
六
％
の
合
計
数
ま
た
は
三
十
六

人
）
を
超
え
て
い
る
事
業
主

◎
支
給
額

2
0
0
0
0
F
9
X
〔
（
吝
｝
郷
咄
吟
竺

—

(
I糾

柑

S
吟
t
)
〕

ll唸
翌
海
吟
3
蛮

高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金

こ
の
制
度
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の

確
保
を
図
る
た
め
の
制
度
で
、
主
な
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
支
給
対
象
と
な
る
事
業
主

①
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主

②
定
年
を
定
め
て
い
る
事
業
主
で
、

労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
の
改

定
等
に
よ
っ
そ
六
十
一
歳
以
上
ま

で
雇
用
延
長
を
行
な
う
事
業
主

③
＿
雇
用
延
長
制
度
設
置
の
際
に
定
年

高
齢
者
多
数
雇
用
報
奨
金

高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金

｝
制
度
の
御
案
内

年
末
商
戦
に
向
け
て
の

資
金
計
画
は
万
全
で
す
か
。

公
庫
資
金
は
、
利
率
も
低

く
有
利
で
使
い
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
貨
付
の

融
資
条
件
は
次
の
と
お
り

で
す
。

女
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

個
人
ま
た
は
法
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
資
本
金
一
千
万
円
以
内

・
従
業
員
百
人
以
下
（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
の
場
合
は
五
十
人
以
下
）

女
融
資
限
度
額

ぃ資金のご案内I

・
普

通

貸

付

二

千

七

百

万

円

ま

で

（
特
定
の
設
備
資
金
は
四
千
五
百
万

円
ま
で
）

•

特
別
貸
付

二
千
七
百
万
円
l

四
千

五
百
万
円
ま
で

＊
融
資
期
間

・
運
転
資
金
五
年
以
内
（
特
に
必
要

な
場
合
は
七
年
以
内
）

・
設
備
資
金
十
年
以
内
（
特
定
の
設

備
資
金
の
場
合
は
二
十
年
以
内
）

＊
経
営
改
善
貸
付
（
無
担
保
・
無
保

証
人
）
限
度
額
四
百
五
十
万
円
の
ご

利
用
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫

国
民
金
融
公
庫
が
応
援
し
ま
す
／
．

年
末
商
戦
の
資
金
計
画

入
賞
お
め
で
と
う

―
税
の
書
道
展

―

十
月

三
十
日
、
大
洲
商
工
会
館
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催

に
よ
る

「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
納
税
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
、
大
洲
税
務
署
、
愛
媛
県
八

幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
大
洲
市
、
喜
多
郡

内
の
小
中
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

川
上
地
区
で
は
、
大
谷
小
学
校
、
坂

本
小
学
校
、
肱
川
中
学
校
か
ら
応
募
が

あ
り
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

制
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、

延
長
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る

も
の
で
、
六
十
ー
六
十
四
歳
の
一

年
以
上
継
続
勤
務
の
被
保
険
者
を

＿
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

◎
支
給
の
基
準
日

雇
用
延
長
制
度
設
置
日
以
後
に
、
最

初
に
定
年
を
越
え
る
も
の
が
生
じ

た
日
か
ら
、
そ
の
者
が
当
該
制
度
の

適
用
に
よ
っ
て
退
職
す
る
ま
で
の
間

の
各
年
の
十
二
月
末
日
。

◎
支
給
額

該
当
す
る
者
一
人
に
つ
き

中
小
企
業
事
業
主
六
十
万
円

大

企

業

事

業

主

四

十

五

万

円

ヽ`＇l,

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
愛
媛
県
高
齢

（
 

者
雇
用
開
発
協
会
ま
た
は
、
各
公
共
職

業
安
定
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

/’ 

商`
0

小
学
生
の
部

【
銅
賞
】
坂
本
小
学
校

四

年

露

内

智

和

【
佳
作
】
大
谷
小
学
校

六
年
岩
岡
広
志
・
堀
尾
明
希

【
入
選
】
坂
本
小
学
校

五

年

竹

本

聡

六

年

長

岡

美

智

子

0

中
学
生
の
部

【
銀
賞
】
肱
川
中
学
校

三

年

岩

田

香

織

【
佳
作
】
肱
川
中
学
校

一
年

松

下

清

一
・
冨
永
幸
広

兵
頭
義
輝
・
片
山
治
枝

冨
永
佐
由
美

【
入
選
】
肱
川
中
学
校

一
年
和
気
京
子
・
阿
部
佳
代

二

年

浜

田

由

美

三
年
植
木
弘
美
・
東
英
紀

（
敬
称
略
）

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週
間

（十

一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
）

に
大
訓
税
務
署
に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

納
税
意
識
高
揚
に
役
立
つ
場
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

制

度

の

あ

ら

ま

し

制

度

の

特

色

・

税

法

上

の

特

典

・
継
続
貯
蓄
で
自
己
資
金
の
充
実
•
安
全
・
確
実

・
低
料
率
な
集
団
保
険
で
万

一
に
備
え
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
掛

・

貯

蓄

の

実

績

で

低

利

な

融

資

金

納

付

月

数

に

応

じ

て

、

法

律

で

定

め

•
国
が
認
め
た
安
心
な
制
度
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・

商

工

会

組

織

の

強

化

・

共

済

金

は

退

職

所

得

扱

い

加

入

の

ご

案

内

共

済

金

、

準

共

済

金

は

、

税

法

上

退

職

•
加
入
で
き
る
人
度
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

制

商
工
会
員
お
よ
び
そ
の
家
族
・
従

業

員

で

被

保

険

者

は

六

歳

か

ら

六

掛

金

は

全

額

が

「
小
規
模
企
業
共

十

五

歳

ま

で

の

健

康

な

方

。

泣

m
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
課
税
対

象
額
か
ら
控
除
で
ぎ
ま
す
。
（
一

共

年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同
様
に
控

の

・
掛
金
お
よ
び
加
入
口
数

会

除

で

き

ま

す

。

）

一
口
月
二
千
円
で
、
最
高
十
口
ま

で。・
契
約
期
間
ー
~
女
加
入
で
き
る
方

契

約

期

間

は

十

年

で

す

。

土

問

常

時

使

用

す

る

従

業

員

の

数

が

二

融

資

の

取

扱

い

十

人

以

下

（

商

業

・

サ

ー

ビ

ス

業

は

五

・

融

資

あ

っ

せ

ん

の

対

象

人

以

下

）

の

個

人

事

業

主

お

よ

び

会

社

加
入
後
十
力
月
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
の
役
員
。

と

。

（

掛

金

延

滞

者

は

除

外

）

女

毎

月

の

掛

金

毎
月
の
掛
金
は
千
円

i
五
万
円
ま
で
。

二
年
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意
と
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で
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こ
の
度
、
鹿
野
川
の
川

6

上
ア
パ
ー
ト
内
に
「
藤
本

ri 
ぶぶ

畳
店
舗
」
が
新
し
く
開
業

さ
れ
ま
し
た
。

畳
独
特
の
い
い
香
り
の
中
で
、
藤

本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

以
前
、
岩
田
畳
店
で
仕
事
を
さ
れ

て
お
り
肱
川
に
は
、
な
じ
み
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
畳
職
人
と
し
て
、

藤
本
畳
店
舗

も
う
二
十
年
に
な
る
と
の
こ
と
で

「
良
い
仕
事
で
、
良
い
製
品
を
安
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
現
在
、
自
宅
に
奥
さ
ん
を
残
し

て
の
毎
日
の
通
勤
、
な
か
な
か
大
変

な
よ
う
で
す
。
悩
み
は
朝
夕
、
配
達

と
か
仕
事
の
準
備
で
時
間
を
と
ら
れ
、

店
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
お

客
様
に
合
う
時
間
が
少
な
い
と
の
事

大
ぎ
な
夢
を
心
に
い
だ
ぎ
、
行
動
し
、

実
行
で
き
た
な
ら
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
あ
る
。
一
歩
一
歩
礎
を
し
っ
か

り
と
固
め
、
花
開
く
時
は
大
ぎ
く
で
っ

か
い
夢
で
あ
り
た
い
。
与
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
自
分
で
努
力
し
切
り
開

下
鹿
野
川

で
し
た
。
ま
た
、
現
在
使
わ
れ
て
い

る
電
話
帳
は
、
番
号
が
載
っ
て
い
な

い
の
で
、
電
話
が
活
用
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
青
年
部
が
企

画
し
て
い
る
電
話
帳
が
早
く
刊
行
さ

れ
る
の
を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
店
舗
が
三
四
ー
ニ
七
七
六

自
宅
が
四
三
ー
一
三
七
一
と
の
こ
と

で
し
た
。

町
内
の
建
設
関
係
の
業
者
と
の
仕

事
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
、
良

い
仕
事
で
お
客
様
に
奉
仕
し
て
い
き

た
い
と
、
職
人
ら
し
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
望
み

ま
す
。

9
9
9
9
9
9
9
 

夢

が

あ

り

ま

す

か

？

家

族

で

も

良

い

、

友

達

で

も

良

い

、

子

供

の

こ

ろ

の

夢

、

青

春

時

代

の

団

体

で

も

良

い

、

そ

ん

な

仲

間

と

一

夢

な

ど

、

色

い

ろ

な

夢

を

そ

の

時

ど

緒

に

な

っ

て

考

え

、

努

力

す

る

こ

と

ぎ

に

だ

れ

も

が

一

度

は

描

い

た

は

ず

が

大

切

だ

。

そ

う

す

れ

ば

、

お

の

ず

で

あ

る

。

か

な

え

ら

れ

た

夢

も

あ

り

、

と

道

は

開

か

れ

る

で

あ

ろ

う

。

打

ち

ひ

し

が

れ

た

夢

も

あ

る

。

ま

た

、

社

会

性

の

あ

る

夢

も

良

い

。

バ

カ

継

続

中

と

い

う

夢

も

に

さ

れ

て

も

夢

を

持

っ

あ

る

だ

ろ

う

。

そ

の

て

い

る

と

い

う

こ

と

が
大
切
で
あ
る
。
一

っ

て

色

い

ろ

と

変

大

き

な

夢

で

明

日

を

拓

く

人

ひ

と

り

の

夢

か

、

夢
も
、
時
と
場
合
に

村
や
町
の
地
域
の
発

は

ず

で

展

に

つ

な

が

れ

ば

意

あ

る

。

義

は

大

き

い

。

自

分

自

身

の

こ

と

か

夢

が

な

く

て

風

が

吹

ぎ

ま

す

か

？

ら

愛

す

る

人

へ

、

そ

し

い

つ

か

は

…

…

。

大

ぎ

な

夢

を

持

っ

て

子

供

へ

、

孫

へ

、

そ

て

、

地

域

の

発

展

の

た

め

に

役

立

つ

し

て

も

っ

と

大

ぎ

く

社

夢

の

実

現

を

考

え

て

い

ぎ

た

い

。

会
的
な
こ
と
へ
と
移
り

変
わ
っ
て
い
く
。

い
た
夢
が
良
い
。

仲
間
が
い
れ
ば
も
っ
と
良
い
。
一
っ

の
夢
を
仲
間
と
共
に
話
し
合
い
、
実
現

で
ぎ
る
よ
う
努
力
し
、
前
向
ぎ
の
姿
勢

で
取
り
組
ん
で
行
け
ば
、
素
晴
ら
し
い

地
域
に
生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
。

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
。

日
本
の
自
然
観
光
の
大

ぎ
な
呼
び
物
で
あ
る
。
人
々

は
そ
れ
ら
の
名
所
に
集
ま
っ

て
そ
の
美
し
さ
を
楽
し
む
。

も
う
紅
葉
の
時
期
は
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
一

般
に
も
み
じ
と
い
わ
れ
る

「
楓
」
は
日
本
に
約
二
十
五
種
が
野
生

し
、
葉
が
蛙
の
手
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
の
で
カ
エ
デ
と
い
う
と
あ
る
。
楓

も
桜
も
見
頃
の
期
間
が
短
い
せ
い
か
、

散
る
と
こ
ろ
ま
で
も
風
情
が
あ
る
と
惜

し
ま
れ
、
多
く
の
詩
歌
に
詠
ま
れ
て
い

る。
中
国
晩
唐
の
詩
人
、
杜
牧

（八

0
1――

l
八
五
二
）
の
詩

「山
行
」
に、

遠
く
寒
山
に
上
れ
ば
石
径
斜
め
な
り

白
雲
生
ず
る
処
人
家
有
り

車
を
停
め
て
坐
に
愛
す
楓
林
の
晩

霜
葉
は
二
月
の
花
よ
り
も
紅
な
り

春夏秋冬

作業場で仕事中の藤本さん

と
あ
る
。
秋
の
山
歩
ぎ
を
し
、
霜
に
当

た
っ
て
紅
葉
し
た
楓
を
眺
め
、
春
の
盛

り
に
咲
く
花
よ
り
も
な
お
赤
く
美
し
い

と
賞
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
第
四
句

「
霜
葉
紅
於
二
月
花
」
か
ら
、
紅
色
に

染
ま
っ
た
か
え
で
の
こ
と
を
「
紅
於
」

（
こ
う
お
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
詩
の
作
者
杜
牧
は
名
門
に
生
ま

れ
、
上
級
官
史
登
用
試
験
に
及
第
し
、

高
級
官
僚
の
コ
ー
ス
を
踏
み
出
す
エ
リ
ー

ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
十
代
前
半
で

眼
病
に
か
か
っ
た
弟
の
面
倒
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
よ
り
収
入
の
多

い
官
職
を
求
め
て
地
方
を
転
々
、
栄
達

へ
の
挫
折
を
味
わ
う
。
そ
れ
で
も
最
後

は
中
央
官
庁
に
も
ど
っ
て
、
今
で
い
え

ば
さ
し
ず
め
宮
内
庁
か
総
理
府
の
上
級

職
を
務
め
る
。

我
が
日
本
で
は
、
最
近
散
り
際
の
は
っ

ぎ
り
し
な
か
っ
た
中
普
根
さ
ん
に
代
わ
っ

て
竹
下
さ
ん
、
じ
っ

と
我
慢
の
す
え
総

理
大
臣
に
ま
で
上
り
詰
め
ら
れ
た
。
多

少
い
じ
め
ら
れ
は
し
た
が
、
挫
折
を
味

わ
う
こ
と
な
く
、
順
調
な
予
定
の
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
ろ
う
。

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。

果
し
て
ど
こ
ま
で
が
地
方
な
の
か
。
土

地
価
格
の
急
上
昇
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

何
も
か
も
東
京
へ

、
地
方
の
中
の
中
央

へ
集
ま
っ
て
行
く
流
れ
が
と
ど
ま
り
そ

う
に
な
い
。
円
高
、
貿
易
摩
擦
、
行
財

政
改
革
・
教
育
改
革
な
ど
大
ぎ
な
問
題

の
他
に
、
来
年
は
、
地
方
の
隅
々
ま
で

ば
っ
と
明
る
い
花
が
咲
く
細
や
か
な
目

の
行
き
届
い
た
政
策
を
期
待
し
た
い
。
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私
は
大
正
六
年
八
月
一
日
に
、
一

人
息
子
と
し
て
汗
生
で
生
ま
れ
ま
し

こ
。t
 学
校
を
卒
業
し
て
も
仕
事
は
な
く
、

一
年
間
く
ら
い
は
自
分
の
家
で
木
材

の
運
送
な
ど
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

役
場
に
勤
め
る
ぎ
っ
か
け
は
、
叔
父

が
当
時
宇
和
川
村
（
中
居
谷
村
、
名

荷
谷
村
、
宇
和
川
村
の
合
併
）
の
村

長
だ
っ
た
山
田
庄
太
郎
先
生
に
頼
ん

で
く
れ
た

>-(”
の
は
、
昭

J

+
A
A↓
 

和
八
年
一

月
十
日
で

し
た
。
こ

4
~̀D 

当
時
電

話
は
役
場

と
警
察
に

し
か
な
く
、

通
信
方
法
は
手
紙
や
電
報
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
私
の
仕
事
は
手
紙
の
配

達
と
、
各
部
落
に
は
区
長
さ
ん
が
い

て
、
そ
こ
に
税
金
の
令
書
を
持
っ
て

行
く
こ
と
で
し
た
。
範
囲
は
広
く
、

大
貸
、
香
路
、
上
森
山
、
正
山
、
中

居
谷
、
山
槌
、
中
野
、
久
下
、
小
薮

を
ほ
と
ん
ど
徒
歩
で
、
一
日
が
か
り

で
回
り
と
て
も
大
変
で
し
た
。

当
時
の
役
場
は
、
村
長
は
非
常
勤

だ
っ
た
た
め
、
助
役
、
収
入
役
と
私

を
含
め
五
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
で

忙
し
い
毎
日
で
し
た
。
仕
事
の
内
容

は
戸
籍
事
務
や
税
務
が
主
体
で
、
農

林
業
、
勧
業
、
衛
生
事
務
等
も
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
衛
生
関
係
は
警
察

の
管
轄
で
し
た
。
私
も
昭
和
十
一
年

九
月
に
書
記
補

と
な
り
、
翌
年

の
四
月
に
は
書

回

記

と

な

り

ま

した
。
仕
事
も
勧

8
 
6
 

業
や
学
事
、
衛

生
事
務
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後

の
昭
和
十
八
年

四
月
二
十
九
日

に
は
、
河
辺
村
、

宇
和
川
村
、
大

谷
村
が
合
併
し

て
肱
川
村
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
に
は
枕
崎
台
風
が
来

襲
、
三
日
問
で
七
百
六
十
呪
の
大
雨

で
、
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
、
鹿
野
川

大
橋
の
流
失
ま
た
役
場
も
床
上
浸
水

し
、
死
者
も
四
名
出
ま
し
た
。
ま
た

伝
染
病
も
多
発
し
、
死
者
十
一
名
と

役
場
勤
務
四
十
八
年
の
思
い
出

汗
生
尾
下
林
太
郎

(70
歳）

雇用保険不正受給防止

啓発月間

期間昭和62年11月1日～308

『雇用保険正しい受給で

明るい再就職』

大洲公共職業安定所

大
変
な
時
で
し
た
が
、
戦
死
者
三
十

一
柱
の
村
葬
も
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
肱
川
村
の
分
離
問
題
が
起

こ
り
、
賛
否
両
論
激
し
い
意
見
が
出

ま
し
た
。
旧
山
鳥
坂
村
だ
け
は
何
と

し
て
も
肱
川
村
に
残
し
た
い
と
言
う

意
見
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
話
し
合

い
が
つ
か
ず
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
投
票
の

結
果
、
三
久
保
、
大
成
は
河
辺
村
、

菟
野
尾
地
区
（
現
在
の
岩
谷
小
学
校

附
近
）
は
少
差
で
肱
川
村
に
残
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

四
十
八
年
間
の
役
場
勤
務
の
中
で

も
、
肱
川
村
の
分
離
問
題
と
中
学
校

統
合
の
問
題
は
大
ぎ
な
出
来
事
の
一

つ
で
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
助
役
に
な
り
、
五

十
六
年
に
退
職
、
現
在
は
母
と
妻
の

三
人
で
余
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。

【
秋
】初
秋

新

涼

立

秋

春
深
む

柳
青
め
る

【
春
】

早
春
春
先
如
月
（
旧
の
二
月
）

春

め

く

余

寒

節

分

（

二

月

三

日

ご
ろ
）
立
春
（
節
分
の
翌
日
）

水
ぬ
る
む
季
節

仲

春

陽

春

啓

蟄

（

三

月

六

日

ご

ろ

）

木

の

芽

時

一

雨

ご

と

に

春

ら

し

く

春

分

彼

岸

木

の

芽

ふ

く

ら

ま

せ

山

笑

う

草

萌

え

る

若
草
晩

春

春

た

け

な

わ

新

緑

若

草

夏

近

し

【
夏
】
初

夏

風

か

お

る

季

節

八

十

八

夜
（
五
月
二
日
ご
ろ
）
茶
摘
み

立
夏
（
五
月
六
日
ご
ろ
）
向
暑

新

緑

の

候

青

葉

若

葉

の

候

五

月

雨
夏
至
（
六
月
二
十
三

日

ご

ろ

）

仲

夏

梅

雨

明

け

衣

更

え

夏

の

色

酷

暑

暑

中

お

見

舞

申

し

上

げ

ま

す

盛

夏

猛

夏

中

元

盆

踊

り

消

夏

残

署

避

暑

涼

気

影

涼

し

夕

涼

み

晩

夏

夏

の

終

わ

り

秋
近
し

（

八

月

八

日

ご

ろ

）

秋

立

つ

風

立

つ

秋

の

気

配

一

葉

の

秋

野

分

仲

秋

満

月

月

見

十

三

夜

十

五

夜

十

六

夜

清

秋

秋

涼

の

候

秋

の

色

秋

澄

む

爽

涼

秋

爽

身

に

沈

み

る

実

り

の

秋

ス

ポ

ー

ツ

の

秋

読

書

の

秋

行

楽

の

秋

秋

晴

れ

初

霜

秋

日

影

秋

日

向

秋

の

宵

秋

の

雲

霧

時

雨

白
露
晩

秋

暮

秋

行

く

秋

秋

深

し

向

寒

の

み

ぎ

り

秋

冷

の

候

谷

紅
葉

【
冬
】

初
冬
立
冬
（
十
一
月
八
日
ご
ろ
）

浅

い

冬

時

雨

初

氷

寒

冷

の

候

師

走

年

の

暮

歳

の

市

冬

ご
も
り
賀

正

賀

春

迎

春

恭

賀

新

年

厳

冬

真

冬

寒

の

入

（

一

月

六

日

ご

ろ

）

厳

寒

の

候

底

冷

え

晩

冬

寒

梅

寒

雀

春

の

雪

雪

解

春

を

待

つ

春

近

し

『
日
本
語
の
常
識
大
百
科
』
よ
り

抜
粋

手
紙
文
に
役
立
つ

季
節
の
こ
と
ば
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ヽ
ク
ヽ
ク
し
ク
ヽ
ク
し
ク
し
ク
し
ク
ヽ
ク
ヽ
ク
し
ク
ヽ
ク
し
¢
ヽ
ク
ヽ
ク
ク
ヽ
ク
ヽ
ク
し
ク
ヽ
ク

〗
面
諏
羹
園
に
涵
屡
睾
[

、̀
｀̀
``
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘

老

人

大

学

十

月

講

座

現
在
、
肱
川
町
で
は
五
人
に

一
人
が

六
十
五
才
以
上
の
年
齢
構
成
で
す
。

肱
川
町
だ
け
で
な
く
、
日
本
中
が
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方
々
の
活
動
が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
学

習
の
場
を
と
い
う
事
で
、

三
年
前
か
ら

老
人
大
学
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
プ
等
の
自
主
活
動
を
推
進

し
、
相
互
の
連
携
を
深
め
、
日
常
生
活

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
、
町
内
高

齢
者
活
動
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
九
月
に
開
講
し
ま
し
た
が
、

第
二
回
目
を
十
月
二
十
三
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
公
民
館
か
ら
歩
い

て
岳
山
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
公
民
館
を
出
発
し
、
昔

の
遠
足
を
思
い
出
し
な
が
ら
長
い
道
の

り
を
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
紅
葉
を
見

た
り
、
思
い
出
話
を
し
た
り
、
二
時
間

半
の
道
中
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
“
今
は
本
当
に
歩

か
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ゆ
っ
く

り
と
歩
い
て
、
景
色
を
な
が
め
た
り
、

話
し
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
今
、
実

は
大
切
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
今

日
は
楽
し
か
っ
た
”
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

ゆ
と
り
の
な
い
毎
日
で
す
が
、
こ
う

し
た
考
え
も
、
も
う
一
度
大
切
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

午
後
は
、
予
子
林
の
長
命
寺
で
、
住

職
の
清
水
昭
信
師
か
ら
“
心
の
志
え
と

宗
教
の
か
か
わ
り
”
と
題
し
て
講
話
を

い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
こ
う
し
た
公
民
館
で

の
学
習
だ
け
で
な
く
、
地
区
や
部
落
で

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
や
健
康
問
題
、
家

庭
教
育
等
、
学
習
活
動
を
推
進
し
て
い

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 岳山完歩で一息．／

私
の
家
に
は
、

二
人
の
娘
が
い
ま
か
り
守
っ
て
い
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
て

す
。
上
の
子
は
高
校

一
年
生
で
す
。

育
ち
ま
し
た
。
成
人
し
た
頃
に
は
少
し

早
い
も
の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
高
校
の
抵
抗
は
あ
っ
た
も
も
の
の
、
そ
れ
を

生

。

一

心

に

思

っ

て

そ

の

道

に

入

り

ま

し

た

。

さ
て
そ
こ
で
気
に
な
り
だ
し
た
の
今
に
し
て
思
え
ば
、
そ
れ
が
良
っ
た
よ

が
将
来
の
事
な
の
で
す
。
数
年
前
ま
う
な
又
、
反
而

「
井
の
中
の
蛙
：
：
：
」

で
は
あ
る
方
達
が
娘
や
息
子
の
事
で
、
で
他
の
世
界
を
知
ら
な
い
で
、
自
分
の

進
学
か
就
職
か
な
ど
と
話
題
に
な
り
人
生
観
に
大
い
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
で
お
ら
れ
た
が
、
損
を
み
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い

〗
[
〗
二

[
[f

就
職
か
進
学
か
は
っ
ぎ
り
し
て
い
て

く
れ
と
学
校
か
ら
の
お
た
っ
し
、
当

の
本
人
は
何
を
し
て
い
い
の
か
見
当

も
た
た
ず
と
ん
で
も
な
い
夢
と
空
想

に
ふ
け
っ
て
い
る
有
様
。
さ
て
そ
れ

な
ら
と
自
分
を
ふ
り
か
え
っ
て
思
え

ば
、
親
か
ら
家
の
跡
継
ぎ
だ
か
ら
、

ご
先
祖
様
か
ら
い
た
だ
い
た
物
を
し
っ

没国去国図滋
このたび、中野小学校が学校

給食優良校として受賞しまし

た。

おめでとうこざいます。

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

自
分
の
子
供
に
も
小
さ
い
時
か
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
苦

労
し
て
守
っ
て
来
た
士
地
を
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
く
よ
う
に
と
言
い
聞
か
せ

て
育
て
て
来
ま
し
た
。

私
達
も
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち

大
い
に
希
望
を
い
だ
い
て
や
っ
て
来
ま

〈182〉

我がf
に思う

給

く
ら
し
の
中
の
無
理
を
な

く
し
て
、
真
心
の
こ
も
っ
た

お
付
ぎ
合
い
を
し
な
が
ら
、

心
の
通
い
合
う
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

〇
結
婚
改
善
を
進
め
よ
う
／
．

0
お
見
舞
い
返
し
や
香
典

返
し
を
や
め
よ
う
／
．［／臼□言／言[

!t:＝：＝：＝：＝：＝：＝：=：=：＝：＝：＝：＝：＝：=：＝：1! 
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優良公民館として
県教育長 県公民館連絡協議会長

立二及到諷顎汎＇奴• 区

⑬
 
＠ 
一 優良子供会として
三 愛媛県愛護班連絡協議会長

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

願
っ
て
、
日
頃
か
ら
実
践

活
動
を
続
け
て
い
る
愛
護

班
の
関
係
者
が
集
い
、
研

修
す
る
愛
護
班
研
究
大
会

が
、
十
月
二
十
五
日
に
県

婦
人
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。席
上
、
大
谷
の
広
常
子

供
会
が
優
良
子
供
会
と
し

て
県
愛
護
班
連
絡
協
議
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

広
常
子
供
会
は
、
育
成

者
の
広
常
愛
護
班
と
と
も

に
、
年
間
を
通
し
て
学
習

活
動
、
文
化
活
動
、
生
産

画
詞
臣
園
画

悶
圃
国
園
醐
口

愛
媛
県
公
民
館
研
究
大

会
が
十
月
二
十
日
・

ニ
十

一
日
の
二
日
間
、
宇
和
島

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。県
下
の
公
民
館
職
員
や

役
員
が
一
同
に
集
い
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
と
生
涯
学

習
を
推
進
す
る
公
民
館
活

動
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
し
ま
し

こ
。f
 今
年
度
、
肱
川
町
公
民

館
が
「
優
良
公
民
館
」
と

し
て
、
県
教
育
長
、
県
公

民
館
連
絡
協
議
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
み
な
さ
ん
の
公

活
動
、
奉
仕
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
活
動
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
中

か
ら
、
自
主
的
な
運
営
を
考
え
、
着
実

な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
内
の

モ
デ
ル
的
な
子
供
会

と
し
て
、
期
待
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

民
館
活
動
へ
の
理
解
と
参
加
へ
の
結
果

で
す
。今
後
も
み
な
さ
ん
方
の
茶
の
間
と
し

て
や
す
ら
ぎ
の
場
を
：
・…
…
情
報
の
施

設
と
し
て
、
学
習
の
場
と
し
て
、
自
ら

学
ぶ
姿
勢
の
援
助
、
協
力
を
進
め
て
い

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
喜
び
、
今
後
の
活
動
へ
の

ぎ
っ
か
け
づ
く
り
と
し
た
い
と
思
い
ま

す。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子供達の健全育成

匝l圧l図歴l匝l雁l陸l至l
爪名 猿月 覧
立月 鳥六 ケ見船十
ちや の夜 滝船月月
て右 寄に 城白見ニ
秋往 る雲 跡ぎ会十
の左 船ー に尾に八
虹往 上つ 今をて日
桑見さ 佐にな 亀宵引 • 
原るす 藤月き 田月＜ ：鹿
少湖美を星 白波 ：野
淑女の 江待一 美し頭 ：川
子か面 子つつ 湖

遊

い
ざ
な

湖
巡
る
船
満
月
に
誘
わ
れ

み

を

船
の
ひ
く
水
尾
に
月
光
お
ど
り
け
り

岩

城

節

子

絹
雲
を
拭
い
て
い
よ
い
よ
月
明
か
し

白
鳥
の
舟
縁
に
喘
く
良
夜
か
な

大
野
紗
夜
子

月
光
の
降
り
て
さ
ざ
め
く
湖
の
面

サ
亡
野
に
金
色
し
っ
ぽ
ご
ん
ぎ
つ
ね

清
水
美
和
子

名
月
の
湖
や
わ
ら
か
く
船
揺
り
ぬ

し
ば
ら
く
は
無
月
の
湖
を
紡
し
け
り

板

倉

勉

月
光
を
く
だ
ぎ
て
蛇
行
観
月
船

浮
寝
鳥
夫
婦
寄
り
添
う
満
月
湖

山
内
さ
か
え

影
追
う
て
走
る
幼
な
子
月
の
道

稲
穂
粒
数
へ
る
指
も
土
匂
う
藤
高
エ
ミ
カ

水池愛護班長と下野子供会長

お
父
さ
ん
1
•

生
き
ざ
ま
が
大
事

0

父
親
の
生
き
方

「
こ
う
し
ろ
」
「
あ
あ
し
ろ
」
と

口
で
言
う
の
で
は
な
く
、
父
親
自
身

の
生
き
方
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子
供

は

「
や
る
気
の
あ
る
子
」
に
育
ち
ま

す。

s君
の
お
と
う
さ
ん
は
し
ば
し
ば

残
業
の
た
め
夜
遅
く
帰
宅
し
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
も
「
た
だ
い
ま
」
と

い
う
は
り
の
あ
る
声
を
聞
く
と
、

S

君
は
心
か
ら
安
心
し
て
眠
り
に
つ
け

る
の
で
す
。

土
曜
日
の
夜
、
ど
ん
な
に
遅
く
帰
っ

て
も
、
お
と
う
さ
ん
は
日
曜
日
の
朝

も
い
つ
も
と
同
じ
時
刻
に
起
ぎ
ま
す
。

そ
し
て
午
前
中
は
新
聞
を
読
ん
だ
り

読
書
を
し
、
午
後
は
庭
木
や
花
の
手

入
れ
を
し
ま
す
。
何
を
す
る
と
き
も
、

s君
の
お
と
う
さ
ん
は
生
ぎ
生
き
し

て
い
る
の
で
す
。

子
供
に
親
の
本
当
の
生
活
、
そ
の

中
で
の
苦
労
や
努
力
を
あ
り
の
ま
ま

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
頑
張
っ
て
い

る
父
親
の
姿
は
、
子
供
に
と
っ
て
一

つ
の
大
ぎ
な
励
ま
し
に
な
る
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ

ー

の
も
と
に
な
る
の
で
す
。

お
母
さ
ん
＇
•
お
金
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
よ
う
。

0

「
お
父
さ
ん
は
下
宿
人
み
た

い
な
人
」
と
考
え
る
よ
う
で
は
、

自
己
中
心
的
な
金
銭
観
を
持
ち
、

金
銭
教
育
を
根
な
し
草
に
し
て
し

ま
う
も
の
で
す
。
だ
れ
が
働
い
て

一
家
の
生
計
が
な
り
た
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
や
、
家
庭
の
プ
ラ

ン
や
切
り
盛
り
に
つ
い
て
一
通
り

話
し
、
家
族
の
一
員
で
あ
る
自
覚

を
も
た
せ
ま
し
ょ
う
。

0

こ
の
時
期
は
社
会
問
題
に
関

心
を
持
つ
頃
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
物
価
の
問
題
な
ど
、
物
や
お
金

の
動
き
を
家
族
で
話
し
合
い
、
子

供
の
日
常
生
活
の
中
で
金
銭
と
関

係
の
あ
る
問
題
を
考
え
さ
せ
ま
し
ょ

う。
0

「
お
金
の
額
で
人
間
の
価
値

が
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
」

「
お

金
に
換
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
偉

大
な
も
の
は
何
か
。
」
と

い
う
こ
と

な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
に
対
す
る
高
い
理
念
を
植
え

つ
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
す
。

0

大
地
に
根
を
は

っ
た
金
銭
教
育

を
…
…

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
⑲

1
1

小

学

校

高

学

年

期

1
1



臨前遁

12月の日曜当直医

窃倒R笞 ~ (16) 

日 当直医 電話

堀川医院 43-0555 
6日（日） （内子 -町----）----------

大洲記．．．． 念病院
25-2022 

（大洲市徳森）

宝来医院 44-2248 
13日（日） （内子....町....）........ 

郷緒小児科医院 2.4-3936 
（大洲市西大洲）

4ヽ J II 医 院 44-2 8 1 5 
幻日（日）

（内子町） ．． 
村.....上小.児.....科.....．ー医・．．．．．院

24-2346 
（大洲市常盤町）

古 J 11 医 院 44-2407 

刃日（日
（内子町）

).久 ．保．．．．．．小．． 児．．.．．科.....．．医．院．...． 
25-0158 

（大洲市新谷）

※変更になる場合がありますので前もって

連絡してからお出かけ下さい。

救 急 病

院

曜 日 病院名 電 話

： 月： ・火 大洲市立病院 24-2151 
： 

（大洲市大洲）

水 加大戸洲 若病宮 院 24-5101 
（市）

木～日 大（洲大洲中市東央大病洲）院 24-4551 

背背背背甘月
24 17 11 8 3 
日 日 日 日 日

日（木） （木） （木） 因 （木）

岩

i 
中

<嘉
大 場＾ 9にコ、 消至 ヘ’にコ‘ 

公 集 公
民 会 民

所角匂 戸斤 釘官

後午 贔 時

時2 時1i 0 
間

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

12月応日因ー保健七ンター一午i,〗30い※初回で希望される方は、保健センター6三四ーニ三四0まで御連絡ください。屑 背 月

16 甘日
日（水） （月）

星
正 大 場
山 ヘ2に、

ン ／」ヽ ノ」ヽ

夕 名と 芍と
所I オ交 オ交

l贔i孟1贔時

時2時雰1 分紐分 贔4分0晶2分0 間

⑥
-
―
一
種
混
合
予
防
接
種
（
第
三
回
）

⑥
12
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

12
月

15
日
因

（
出
す
の
は

12
月

14
日
中
）

▽
収
集
地
区
正
山
・
岩
谷
・
予
子

林
地
区
、
上
森
山
、
中
野
（
篠
谷

・
滝
山）

・
鹿
野
川
、
京
造
、
月

野
尾
、
見
の
越

⑥行政相談
▽日時12月7日同

午後1時30分1午後

4時30分

▽場所肱川町公民館

▽相談員福田保委員

自宅相談も受け付けておりま

す。(6三四ーニ五0八）

蔦ふるさと小包について
肱川特産の”よもぎつどんセッ

トIIが、11月1日より郵便局の

ぷるさと小包“の仲間入りを

いたしました。

お世話になった方のお礼に、

また、年末年始の贈り物等にせ

いぜいご利用下さい。

料金は、郵送料共で二千円です。

12 12 相
月 月

21 7 談
日 日

（月） （月）
日

坂宮 山福 担

田 内田 当

イ米義 相

恵
｛ヽ、主円

きロ火火

子盛 勝保 員

月

日

一場

所

受
付
時
間

月

督 什 月

11 10 
日 日

日倹） （木）

璽i がI

子予〗尽t祖i,

i "fJ 

占宇和Il l 洲縫大製
場

ン/
夕 所I 

l i 
時贔
i孟屈 午 時

品3分寸093分o 寺0 g“ 分o2分0 時認 鰐認 303分0 贔間i /ヵ‘ I 

▽
場
所

午
後
1
時

1

1
時
30
分

12
月

10
日
困
一
俣
健
セ
ン
タ
ー一

日

一

場

所

一

受
付
時
間

⑥
妊
婦
検
診
・
母
親
学
級

＠
ム
シ
歯
予
防
教
室

日
。
目

12
月

8
日

g

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑥
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時

30
分

1
午
後

4

時
30
分

肱
川
町
公
民
館

▽
日
時

＠
肺
が
ん
検
診

⑥
不
用
犬
回
収
日

年
末
年
始
の
犯
罪
と
事
故
の
防
止

ご
注
文
は
、
全
国
の
郵
便
局
ま
た

は
、
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

で
結
構
で
す
。

肱
川
郵
便
局
へ
お
電
話
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
係
員
が
お
宅
ま
で
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

次
の
事
項
を
守
っ
て
明
る
＜
楽
し

い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▼
盗
犯
及
び
金
融
機
関
利
用
者
の
被

害
の
防
止
の
た
め
に

・
外
出
す
る
時
は
必
ず
カ
ギ
を
掛

け
る

・
混
雑
す
る
場
所
で
は
ス
リ
に
注
意

・
訪
問
販
売
の
契
約
は
慎
重
に

•
銀
行
で
大
金
を
扱
う
時
は
強
盗
、

ひ
っ
た
く
り
に
会
わ
な
い
よ
う
に

▼
交
通
事
故
の
防
止
の
た
め
に

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

午前9時半～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2・ 第3土曜日は休みます）

◎専門の相談員が親身になつてご相談に応じます

◎弁護士相談日：毎週木曜日午後1時～4時

久

保
大

和

瓜
生
谷

小
郷

薮

*

＊

*

＊

＊

白

＊
 
＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*

＊

*

＊

*

*

 

大

和

冨

永

秀

昭

さ

ん

長
男
和
宏
ち
ゃ
ん

共

栄

栗

木

実

さ

ん

長
女
紗
也
香
ち
ゃ
ん

月

の

尾

冨

永

政

男

さ

ん

二
女
智
子
ち
ゃ
ん

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

＊

 

交通事故のご相談は

お気軽にと‘うそ

無料でご相談に応じております

社団法人

松
本
鶴
子
さ
ん
(73
オ）

堀
井
サ
カ
ヱ
さ
ん(82
オ）

浅
松
ツ
ル
さ
ん
(95オ）

池
田
鶴
尾
さ
ん
(71
オ）

藤
本
登
喜
和
さ
ん(85オ）

日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花圏町1-3日本生命松山市駅前ビル6階

松山調査事務所内

匹0899-45-2335（直通） 0899-45-5500

電話のご相談もお受けします

1↓ 9 


